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１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します�
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します�
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します�
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります�

長野市民病院�
の理念�

長野市民病院�

平成15年４月15日

長野市民病院広報誌

▲　増築されたCT・MR棟

長
野
市
民
病
院
は
、
平
成
七

年
六
月
に
開
院
し
て
、
ま
も
な

く
九
年
目
に
な
り
ま
す
。

病
院
運
営
が
軌
道
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の

も
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
声
援
と
、
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
医
療
関
係
者
の
ご

指
導
や
ご
支
援
、
ま
た
、
初
代
古
田
精
市
院
長
、

二
代
長
田
敦
夫
院
長
を
中
心
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ

フ
や
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
委
託
職
員

や
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
と
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
が
長
野
市
北
部
地
区
の
中
核
病

院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
中
で
、
深
夜
の
救
急

医
療
、
中
で
も
小
児
の
救
急
医
療
を
専
門
的
に
担

っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
入
院
患
者
の
皆
様
も
多
く
、
日
々
満
床
に
近

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ベ
ッ
ト
や
医
師
を
確

保
す
る
な
ど
、
増
床
の
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
に
開
か
れ
た
市
民
病
院
と
し
て
、

患
者
の
皆
様
の
立
場
に
た
っ
た
良
質
な
高
度
医
療

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
診
療
所
、
病
院

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
人
間
味
あ
ふ
れ
る
医
療

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
財
）
長
野
市
保
健
医
療
公
社

理
事
長
　
鷲
澤
　
正
一

中
核
病
院
と
し
て
更
に
充
実
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新
設
Ｍ
Ｒ
装
置
は
既
設
Ｍ
Ｒ
装
置
と
同

じ
磁
場
強
度
（
1.5
Ｔ
）
で
す
が
、
超
高
速

撮
像
用
傾
斜
磁
場
コ
イ
ル
と
、
全
身
用
傾

斜
磁
場
コ
イ
ル
の
両
方
を
搭
載
し
た
次
世

代
の
装
置
で
す
。
ま
た
、
信
号
受
信
系
の

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
超
高
速
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
よ

り
、
短
時
間
撮
像
高
速
処
理
Ｍ
Ｒ
装
置
で

す
。Ｃ

Ｔ
装
置
の
正
式
予
約
稼
動
は
４
月
21

日
か
ら
、
新
設
Ｍ
Ｒ
装
置
の
正
式
予
約
稼

動
は
５
月
６
日
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
の
予
約
待

ち
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

診
療
放
射
線
科
長
　
宇
野
康
隆

数
年
来
待
望
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

が
各
一
台
増
設
さ
れ
い
よ
い
よ
稼
動
す
る

は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
早

期
に
予
約
待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
患
者
側

診
療
側
両
者
の
希
望
に
添
え
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
は
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
（
16
）

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
は
ツ
イ
ン
グ
ラ
ジ
ェ
ン
ト
方

式
等
の
最
新
技
術
装
置
で
す
。
性
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
る
為
、
診
療
放
射
線
技
師

全
員
が
早
急
に
取
り
扱
い
を
良
く
理
解

し
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
よ
り
精
度

の
高
い
診
断
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

What? MR
■□　簡単にＭＲってどんな検査、原理、特徴かご

説明します。

ＭＲとは磁気共鳴画像（Magnetic Resonance

Imaging）の略称で、磁石とラジオ波を利用して人

体の断層写真を得る検査です。人体の主成分は水で

あり、たくさんの水素元素で構成されています。人

体を磁石の中に寝かせ特定の周波数を持ったラジオ

波を照射すると、ラジオ波と水素元素は共鳴して信

号を発生します。この信号を受信してコンピュータ

処理し、人体断面を画像化したものがＭＲです。特

徴としては＊放射線による影響が全くない。＊体を

動かすことなく任意の人体断層像が得られる。＊断

層像だけでなく、血管、胆管等も容易に描出できる

等の特徴があります。 □■

�
　
講
堂
兼
会
議
室

�
　
Ｍ
Ｒ
の
搬
入

長野市民病院が重点医療とし
ている、がん診療、脳疾患等の
診断に必要なＣＴ検査、ＭＲ検
査の待ち時間が約一ヶ月半もあ
ることから、予約待ち解消等を
図る為に、昨年から病院西北部
で建設が行われていたＣＴ、Ｍ
Ｒ棟の増築工事が終り、３月30
日から装置の搬入、組み立て、

�
　
次
世
代
型
の
Ｍ
Ｒ
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当
院
が
開
設
さ
れ
６
月
で
９
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
の
間
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
装
置
の

技
術
革
新
は
目
覚
ま
し
く
Ｃ
Ｔ
装
置
は
シ

ン
グ
ル
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
か
ら
マ
ル
チ
ス
ラ

イ
ス
Ｃ
Ｔ
へ
、
Ｍ
Ｒ
装
置
は
最
短
Ｔ
Ｒ
／

Ｔ
Ｅ
／
Ｅ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
超
高
速
撮
像
へ
と

進
歩
し
て
き
て
い
ま
す
。

当
院
の
新
設
Ｃ
Ｔ
装
置
も
現
在
の
シ
ン

グ
ル
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
と
は
異
な
り
、
マ
ル

チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
と
呼
ば
れ
て
い
る
装
置

で
す
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
一
回
転
ス
キ

ャ
ン
で
同
時
に
複
数
断
面
情
報
（
最
大
16

断
面
）
が
得
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
広
範
囲
を
短
時
間
か
つ
高
精
細

に
撮
影
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
収
集
デ
ー
タ
を
用
い
た
他
断
面

再
構
成
画
像
も
よ
り
高
精
細
に
得
ら
れ
、

診
た
い
方
向
か
ら
の
診
断
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

造
影
剤
使
用
に
よ
り
今
ま
で
と
同
様
に

血
管
等
の
三
次
元
画
像
が
、
よ
り
高
精
細

に
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
脳
血
流
量
の
情

報
等
も
得
ら
れ
、
超
急
性
期
脳
梗
塞
診
断

に
有
効
で
す
。

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
棟
増
築
に
併
せ
て
外
来
治

療
室
が
、
新
し
く
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
外

来
治
療
室
と
は
、
外
来
で
長
時
間
に
わ
た

り
、
治
療
の
為
の
点
滴
や
、
輸
血
を
受
け

る
患
者
様
を
対
象
と
し
た
部
屋
で
す
。
ベ

ッ
ト
数
は
10
床
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

保
た
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
い
ベ
ッ
ト

で
各
１
台
ず
つ
、
テ
レ
ビ
デ
オ
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
採
光
を
多
く
取
り

入
れ
、
明
る
く
清
潔
な
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。
専
門
知
識
を
持
っ
た
看
護
師
が
患

者
さ
ま
に
、
高
度
で
良
質
、
安
全
な
医
療

を
提
供
す
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

外
来
治
療
室
新
設

Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
棟
竣
工

Ｍ
Ｒ
棟
竣
工�

Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
棟
竣
工

Ｍ
Ｒ
棟
竣
工�

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
棟
竣
工�

�
　
Ｃ
Ｔ
再
構
成
画
像

�
　
Ｍ
Ｒ
・
脳
血
流
画
像

�
　
新
装
な
っ
た
外
来
治
療
室

調整が始まりました。
今回の増築工事によりＣＴ室

２部屋、ＭＲ室１部屋が建設さ
れ新設ＣＴ、ＭＲ装置に加えて
既設ＣＴ装置を移動設置します。
このほか１階には10床の外来治
療室が新設されました。更に二
階には約200㎡の講堂兼会議室が
設けられました。

�
　
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
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職員短信�職員短信�職員短信�

病
院
の
職
員
互
助
会
主
催
の
本
年

度
最
後
の
親
睦
旅
行
は
、
御
殿
場
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
・
箱
根
・
伊
豆
の
旅
で

し
た
。
参
加
者
の
報
告
と
大
湧
谷
で

の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
す
。

あ
い
あ
い
と
行
き
の
バ
ス
を
過
ご
し
、
楽

し
い
旅
の
予
感
に
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
ま

し
た
。
昼
食
の
地
ビ
ー
ル
苑
、
御
殿
場
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
、
箱
根
大
湧
谷
と
食
・
買
い

物
・
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。
行
く
と
こ

ろ
天
気
に
恵
ま
れ
ず
富
士
山
が
見
え
る
は

ず
が
見
る
事
が
出
来
ず
翌
日
に
期
待
を

し
、
箱
根
温
泉
に
着
き
ま
し
た
。
夕
食
の

宴
会
で
は
お
酒
も
入
り
み
ん
な
と
お
し
ゃ

べ
り
が
弾
み
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
２
日
目
は
虹
の
里
と
い
う
花
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
へ
行
き
長
野
よ
り
も
一
足
早
い

春
を
感
じ
、
お
寿
司
を
食
べ
て
帰
路
へ
着

き
ま
し
た
。
結
局
富
士
山
を
拝
め
な
い
ま

ま
帰
っ
て
く
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
楽

し
い
旅
行
で
し
た
。

バ
ス
に
乗
車
し
て
い
る
時
間
が
長
く
疲

れ
ま
し
た
が
、
他
の
病
棟
の
方
々
と
話
が

出
来
、
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

互
助
会
新
役
員
決
ま
る

こ
と
し
も
多
彩
な
行
事
を
計
画

長
野
市
民
病
院
職
員
互
助
会
評
議
員
会

が
三
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
新
年
度

の
予
算
、
事
業
計
画
が
き
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
規
約
の
改
正
、
役
員
の
改
選
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

＊
平
成
十
五
年
度
の
予
算

総
額
で
、
二
千
八
百
万
円

＊
主
な
事
業

厚
生
資
金
利
子
補
給
事
業

業
務
改
善
事
例
表
彰
事
業

親
睦
事
業

・
新
人
職
員
歓
迎
会
（
四
月
二
十
五
日
）

・
職
員
親
睦
旅
行

六
月
・
九
月
…
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ

ー
ル
ド

十
月
…
飛
騨
、
高
山
、
下
呂
温
泉

十
一
月
…
京
都
、
天
橋
立

・
長
野
び
ん
ず
る
へ
の
参
加

・
東
京
ド
ー
ム
野
球
観
戦

・
忘
年
会

・
二
月
…
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
三
昧

＊
新
役
員

顧
　
問
　
病
院
長
　
　
　
長
田
　
敦
夫

会
　
長
　
副
院
長
　
　
　
竹
前
　
紀
樹

副
会
長
　
事
務
長
　
　
　
原
田
　
征
夫

総
看
護
師
長
　
飯
島
　
信
子

常
任
理
事
副
総
看
護
師
長

日
野
谷
信
子

理
　
事
　
薬
剤
科
主
幹
　
斉
藤
　
和
彦

診
療
放
射
線
科
長
　
宇
野
　
康
隆

臨
床
検
査
科
補
佐
　
櫻
井
　
博
文

監
　
事
　
医
事
課
補
佐
　
中
澤
　
公
一

医
事
課
補
佐
　
美
谷
島
　
司

＊
企
画
委
員

薬
剤
科
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
卓
也

臨
床
検
査
科
　
　
　
　
　
小
林
　
宏
正

診
療
放
射
線
科
　
　
　
　
藤
沢
　
康
彰

三
西
病
棟
　
　
　
　
　
　
後
藤
美
代
子

五
東
病
棟
　
　
　
　
　
　
井
上
　
奈
美

外
　
来
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
　
恵

天
気
悪
く
、
富
士
山
拝
め
ず

３
西
病
棟
看
護
師
　
後
藤
美
代
子

２
月
22
日
・
23
日
と
御
殿
場
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
〜
箱
根
・
伊
豆
の
旅
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
十
数
人
と
少
な
く
看

護
師
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
み
ん
な
和
気

す
。
例
え
ば
一
階
放
射
線
科
奥
の
「
ひ
ま

わ
り
」
の
絵
な
ど
は
明
る
く
大
き
く
、
見

て
い
て
元
気
が
出
て
く
る
絵
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
う
絵
を
も
っ
と
多
勢
の
人
が

い
る
内
科
受
付
前
の
壁
に
飾
る
と
か
し
た

ら
、
患
者
も
癒
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

外
来
患
者
　
男
性

�
回
答

病
院
内
に
は
、
百
二
十
点
ほ
ど
の
絵
画

を
飾
っ
て
、
見
て
い
た
だ
く
方
の
心
の
安

ら
ぎ
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絵
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
支
え
る
フ
ッ
ク

の
高
さ
も
変
わ
り
ま
す
の
で
移
動
で
き
な

い
絵
も
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
に
沿
っ
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

計
が
少
な
く
不
便
に
思
っ
て
い
ま

す
。
所
々
で
よ
い
で
す
が
、
見
や

す
い
時
計
が
あ
っ
た
ら
と
い
つ
も
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

�
回
答

開
院
以
来
特
に
指
摘
が
無
く
気
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
早
速
外
来
の
待
合
に
電

子
時
計
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

々
な
面
で
時
間
不
足
と
言
う
か
お

お
ざ
っ
ぱ
過
ぎ
ま
す
。
入
院
か
ら

手
術
そ
れ
か
ら
術
後
、
数
日
間
は
時
間
も

ほ
ぼ
正
確
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
降
は
時
間
管
理
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て

い
な
い
に
等
し
い
と
思
い
ま
す
。
急
患
等

ど
う
し
よ
う
も
な
い
時
は
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
が
…
…
。

入
院
患
者
　
女
性

時色
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テ
ッ
ク
と
い
う
会
社
の
研
究
者
で

あ
る
が
、
私
は
一
〇
年
前
留
学
中

に
彼
ら
と
共
同
研
究
し
て
い
た
。

当
時
既
に
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｐ
Ｓ
Ａ

は
新
聞
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
に
も
日

常
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

残
念
な
が
ら
日
本
で
は
こ
の
辺
の

状
況
は
一
〇
年
以
上
遅
れ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
は
か
ら

ず
も
天
皇
陛
下
の
ご
病
気
に
よ
り

日
本
で
も
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
市
民
権
を
得

た
。
時
は
流
れ
、
天
皇
陛
下
の
主

治
医
は
私
の
留
学
時
代
の
同
僚
で

あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
が
前
立
腺
癌
で
手
術
を
受
け

ら
れ
た
こ
と
が
広
く
報
道
さ
れ
た
。

こ
の
時
に
早
期
発
見
の
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
が
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）

で
あ
る
。

簡
単
に
い
う
と
、
血
液
中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
を

測
定
す
る
だ
け
で
効
率
よ
く
前
立
腺
癌
が

診
断
で
き
、
し
か
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

早
期
の
癌
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
〇
歳
か
ら
毎
年
一
回
Ｐ
Ｓ
Ａ
を
検
査
し

て
い
れ
ば
、
お
そ
ら
く
前
立
腺
癌
で
命
を

落
と
す
こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
他
臓
器
の
癌
で
は
こ
う
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
実
は
個
人
的
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
に

は
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
る
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
を

世
に
出
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ブ
リ
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み
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市
民
病
院
で
は
、
開
院
以
来
外
来
・
入

院
の
患
者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の
皆
さ
ま

か
ら
様
々
な
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を
集
約
し
て
職
員

に
回
覧
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
、
検

討
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選
ん
で
紹
介
し

ま
す
。
今
後
と
も
叱
咤
激
励
を
お
願
い
し

ま
す
。供

の
入
院
の
付
添
い
を
七
日
間
し

ま
し
た
が
、
母
の
私
も
疲
れ
て
ま

い
っ
て
し
ま
い
不
安
定
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
看
護
師
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
も
ら

っ
た
り
、
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
り
で
や
っ

て
こ
れ
ま
し
た
。
子
供
に
対
し
て
も
い
つ

も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
た
り
で
子
供
と

も
ど
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
も
、
な
ぜ
産
科
が
な
い
ん
で
す
か
？

つ
く
っ
て
欲
し
い
で
す
。
次
の
子
が
出
来

た
ら
是
非
こ
こ
で
産
み
た
い
で
す
。
と
っ

て
も
対
応
の
面
と
か
色
々
と
す
ご
く
居
心

地
が
良
か
っ
た
の
で
是
非
お
願
い
し
た
い

で
す
。

患
者
付
添
い
　
二
十
五
歳
　
女
性

�
回
答

市
民
病
院
に
は
、
現
在
、
産
科
、
精
神

科
、
心
臓
血
管
外
科
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
地
域
の
医
療
の
バ
ラ
ン
ス
や
ベ

ッ
ト
の
数
、
医
師
の
確
保
等
の
事
情
に
よ

り
設
置
し
て
い
な
い
も
の
で
す
。
将
来
構

想
の
中
で
も
機
能
分
担
の
観
点
か
ら
当
分

の
間
、
現
状
の
ま
ま
で
い
く
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

○
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方
他
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

看
護
師
の
皆
さ
ま
は
平
均
年
齢
の
若
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
思
い
や
り
の
あ

る
素
敵
な
方
々
で
し
た
。
味
気
無
い
苦
し

い
入
院
生
活
の
中
で
貴
女
方
の
笑
顔
に
ど

れ
ほ
ど
力
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
の
格
付
は
超
Ａ
級（
Ａ
Ａ
Ａ
＋
Ａ
）で
す
。

も
し
再
入
院
す
る
事
が
あ
っ
た
ら
担
当

看
護
師
は
△
△
さ
ん
と
今
か
ら
お
願
い
し

て
お
き
ま
す
。
ハ
ー
ド
な
お
仕
事
で
す
。

心
身
共
に
ご
自
愛
さ
れ
今
後
と
も
患
者
さ

ん
の
為
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

入
院
患
者
　
五
十
二
歳
　
男
性

院
の
ロ
ビ
ー
や
廊
下
に
た
く
さ
ん

の
絵
（
額
）
が
飾
ら
れ
て
お
り
、

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
見
て
い
ま
す
が
中

に
は
何
を
描
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
絵
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
か
と
思
え
ば
好

き
な
絵
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
絵

の
前
で
長
い
時
間
見
て
い
る
時
も
あ
り
ま

す
。た

だ
傾
向
と
し
て
良
い
絵
は
人
通
り
の

少
な
い
と
こ
ろ
に
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま

子
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あした元気になあれ　2003.４.15

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
『
居
眠
り
運
転
ト
ラ
ブ

ル
』
な
ど
を
契
機
に
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（S

A
S

）
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
睡
眠
中
に

何
回
も
呼
吸
が
止
ま
る
病
気
で
す
。

そ
の
結
果
、
日
中
の
眠
気
の
た
め
、
交

通
事
故
や
仕
事
中
の
事
故
を
引
き
起
こ
す

確
率
が
一
般
の
人
と
比
べ
て
非
常
に
高
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

『
ひ
ど
い
い
び
き
』
『
日
中
の
過
度
の

眠
気
』
『
さ
わ
や
か
に
起
き
ら
れ
な
い
』

『
睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
』
な
ど
気
に
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
当
院
の
呼

吸
器
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
外
来
で
問
診
や
簡
単
な
検
査
を

行
い
、
日
程
を
ご
相
談
し
、
入
院
し
て
睡

眠
時
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
（P

S
G

検
査
）
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、

各
種
セ
ン
サ
ー
を
つ
け
て
眠
っ
て
い
た
だ

き
、
睡
眠
中
の
い
び
き
、
脳
波
・
心
電

図
・
呼
吸
状
態
・
胸
腹
部
の
動
き
・
血
中

酸
素
飽
和
度
等
を
持
続
的
に
検
査
し
解
析

し
ま
す
。

治
療
法
は
、
検
査
結
果
が
軽
症
な
人
は

減
量
や
飲
酒
量
を
控
え
る
な
ど
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
、
症
状
が
改
善
し
た
り
軽

快
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
〜
重
症
の
人
に
は

①
　
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法

②
　
歯
科
装
具
療
法

が
あ
り
、
適
切

な
治
療
を
行
う
と
日
中
の
眠
気
や
倦
怠
感

な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
合
併
症
を
予
防
し
た
り
、
改
善
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

費
用
は
、
一
泊
の
入
院
検
査
で
健
康
保

険
三
割
負
担
の
場
合
、
約
一
万
五
千
円
で

す
。病

院
職
員
と
し
て
の
患
者
満
足
、
接
遇

に
つ
い
て
の
研
修
を
全
職
員
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
（
財
）
京
都
産
業
情
報
セ
ン

タ
ー
の
真
谷
勝
義
氏
。

今
な
ぜ
医
療
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
の
か
。

Ｃ
Ｓ
（
患
者
満
足
）
を
病
院
の
経
営
戦
略

に
と
り
入
れ
る
病
院
が
多
く
な
っ
た
。
接

遇
と
は
心
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
、
な
ど
。

二
回
の
研
修
で
二
百
人
が
参
加
。

CS研修に参加する職員

長
野
市
内
の
三
病
院
（
長
野
日
赤
、
松

代
病
院
、
市
民
病
院
＝
・
歯
科
・
口
腔
外

科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
）
が
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
五
月
か
ら
登
録
医
制
度
に
よ
る

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

市
内
の
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
の
協
力

を
得
て
当
病
院
へ
こ
れ
ま
で
に
登
録
し
た

の
は
、
医
師
百
六
十
名
、
歯
科
医
師
九
十

名
で
す
。

登
録
医
は
各
病
院
の
開
放
病
床
（
当
院

は
六
床
）
を
利
用
し
て
、
病
院
の
医
師
と

共
同
で
診
察
し
た
り
、
高
度
医
療
機
器

（
Ｍ
Ｒ
　
Ｃ
Ｔ
　
Ｒ
Ｉ
　
等
）
を
共
同
で

使
用
で
き
る
も
の
で
す
。
紹
介
患
者
は
入

院
中
も
登
録
医
の
診
療
が
受
け
ら
れ
、
症

状
が
安
定
し
た
段
階
で
紹
介
元
へ
戻
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
医
に
と
っ
て
は
、
病
院
医
療
の
実

情
が
わ
か
り
、
病
院
医
師
に
と
っ
て
は
患

者
を
良
く
知
る
登
録
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

得
ら
れ
る
等
、
当
病
院
と
市
内
の
病
院
・

診
療
所
の
連
携
が
深
ま
り
、
地
域
全
体
の

医
療
水
準
が
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

登
録
医
制
度
に
よ
る

地
域
医
療
連
携
シ
ス

テ
ム
（
開
放
型
病
院

制
度
）
が
ス
タ
ー
ト

睡
眠
時�

　
無
呼
吸�

　
　
症
候
群

―内科で診療開始

５月から予約による女性専門外来の診

療を開始します。

対象は女性のみ。担当医は女性で体や

心の訴えも診療します。特に思春期や更

年期の女性特有の症状でお悩みの方は、

電話でお問い合わせください。。

�295―1199（代表）
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長
野
市
民
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
『
は
づ
き
の
会
』
の
総
会
が
三
月
二
十

九
日
市
民
病
院
で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
役
員
の
改
選
で
は
、
新
会
長
に
中

沢
繁
子
さ
ん
、
副
会
長
に
浅
川
迪
子
さ

ん
・
関
清
美
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

二
年
間
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
た
前
会
長

の
佐
治
木
富
士
子
さ
ん
、
前
副
会
長
の
小

澤
美
弥
子
さ
ん
・
田
野
原
成
子
さ
ん
ほ
か

役
員
の
方
々
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

は
づ
き
の
会

新
陣
容
で
ス
タ
ー
ト

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会
と

病
院
職
員
交
流
会
を
開
催

こ
の
度
は
、
計
ら

ず
も
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
私
で

す
。
浅
学
非
才
の
身

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
頂
き
活
動
を
果
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

院
長
先
生
始
め
、
総
師
長
様
、
職
員
の

皆
々
様
方
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
市
民
病
院
は
ま
も
な
く
九

年
目
を
迎
え
ま
す
。
は
づ
き
の
会
も
定
着

し
大
き
な
輪
と
な
っ
て
一
二
〇
余
名
は
こ

れ
か
ら
も
よ
り
良
い
病
院
を
目
指
し
心
を

一
つ
に
し
て
明
る
く
活
動
す
る
事
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
外
来
サ
ー
ビ
ス
を
主
に
活
動
し

て
参
り
ま
し
た
。
訪
れ
る
患
者
さ
ま
に

優
し
く
声
掛
け
を
し
、
代
筆
の
お
手
伝

い
も
さ
せ
て
頂
き
喜
ば
れ
る
事
も
多
々

あ
り
ま
す
。「
こ
の
病
院
は
親
切
だ
ね
」

と
言
わ
れ
た
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
ご
ざ
い
ま
す
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
蕪
辞

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

よ
り
よ
い
病
院
を
め
ざ
し
て

は
づ
き
の
会
会
長
　
中
野
　
繁
子

『
市
民
病
院
で
は
、
患
者
さ
ま
方
に
と

っ
て
理
想
の
病
院
に
す
る
に
は
ど
ん
な
改

善
、
努
力
が
必
要
な
の
か
。
現
在
、
市
民

の
皆
さ
ま
や
患
者
さ
ま
が
当
院
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。』

こ
れ
ら
を
検
証
す
る
た
め
、
当
院
を
利

用
さ
れ
て
い
る
外
来
患
者
さ
ま
、
入
院
患

者
さ
ま
の
声
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
集
約
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
患
者
さ
ま
の
満
足
度
を
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
お
答
え
頂
く
も
の
で
す
。

外
来
患
者
さ
ま
に
は
、
三
月
二
十
四
日

か
ら
四
日
間
、
一
日
平
均
で
百
五
十
名
の

皆
さ
ん
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
院
患
者
さ
ま
に
は
、
一
病
棟
百
名
を

目
標
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
『
予
約
だ
っ
た
の
に
一
時
間
も

待
た
さ
れ
た
』
こ
ん
な
苦
情
も
た
び
た
び

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

開
院
時
か
ら
待
ち
時
間
対
策
に

は
力
を
入
れ
、
検
査
や
薬
の
処
方

な
ど
を
短
時
間
に
済
ま
せ
る
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
オ
ー
ダ

ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
想
を
遥

か
に
超
え
る
患
者
さ
ま
の
数
や
診

療
時
間
が
長
引
く
な
ど
の
要
因
で

患
者
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て

待
ち
時
間
の
実
態
に
つ
い
て
も
平

行
し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
参
考
に
、

患
者
さ
ま
の
視
点
に
た
っ
た
診
療

に
尚
一
層
努
力
し
、
地
域
に
開
か

れ
た
市
民
病
院
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
に
つ

い
て
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

患
者
さ
ま
満
足
度
調
査
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月
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日
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濱
中
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大
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器
科
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四
月
一
日
付
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麻
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長
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藤
　
昌
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野
松
代
総
合
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黒
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）
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化
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医
師
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）

呼
吸
器
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医
師
　
古
谷
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大
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月
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師
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一
日
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）

麻
酔
科
医
長
　
　
金
　
　
成
姫
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国
立
長
野
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へ
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月� 火� 水� 木� 金� 備　考� 専　門�

内 科 �

（消化器科）�
（循環器科）�
（呼吸器科）�
（神経内科）�

○岡田　和義�
平井　一也�

○今井　康晴�
新倉　則和�
黒河内典夫�
海野　　純�

岡田　和義�
○古屋　志野�

今井　康晴�
○丸山　隆久�
○小松　通治�

床尾万寿雄�

長田　敦夫�
○古屋　志野�

平井　一也�
○長谷部　修�

丸山　隆久�
○黒河内典夫�

床尾万寿雄�

岡田　和義�
古屋　志野�

○新倉　則和�
丸山　隆久�
小松　通治�

○床尾万寿雄�

　�
○平井　一也�

今井　康晴�
長谷部　修�
黒河内典夫�

○海野　　純�

○印は初診担当です
が、紹介の場合はこ
の限りではありませ
ん。�

長田　敦夫　（消化器・肝臓・膵臓）�
平井　一也　（呼吸器）�
今井　康晴　（消化器・肝臓）�
床尾万寿雄　（腎臓・膵臓・透析・糖尿病）�
長谷部　修　（消化器・内視鏡）�
丸山　隆久　（循環器）�
岡田　和義　（呼吸器）�
黒河内典夫　（循環器）�
新倉　則和　（消化器）�
海野　　純　（消化器）�
古屋　志野　（呼吸器）�
小松　通治　（内科）�

外 科 �

宮川　雄輔�
宗像　康博�
濱中　一敏�

大野　康成�
関　　仁誌�
西村　秀紀�

酒井　宏司�
宗像　康博�
濱中　一敏�

大野　康成�
―�

西村　秀紀�

宮川　雄輔�
関　　仁誌�

―�

　�
�
�
�

宗像　康博　（消化器・胃大腸）�
西村　秀紀　（呼吸器・乳腺・甲状腺）�
関　　仁誌　（消化器・肝臓・胆道・膵臓）�
大野　康成　（消化器・肝移植）�
宮川　雄輔　（肝胆膵）�
濱中　一敏　（呼吸器）�
酒井　宏司　（外科）�

整 形 外 科 �

三井　勝博� 松田　　智� 南澤　育雄� 木下　久敏� 竹山　和昭�初診� 南澤　育雄　（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）�
木下　久敏　（脊椎・脊髄）�
松田　　智　（上肢・末梢神経）�
竹山　和昭　（脊椎・関節疾患）�
三井　勝博　（整形外科一般）�

松田　　智�
木下　久敏�

南澤　育雄�
竹山　和昭�

木下　久敏�
三井　勝博�

竹山　和昭�
松田　　智�

三井　勝博�
南澤　育雄�

再診�
�

形 成 外 科 �
○滝　　建志�

佐野　貴史�
○　信大医師�

佐野　貴史�
○滝　　建志�

佐野　貴史�
○佐野　貴史�

滝　　建志�
○滝　　建志�

佐野　貴史�
○印が初診担当です�

脳神経外科�
竹前　紀樹�

○高澤　尚能�
竹前　紀樹�

○高澤　尚能�
○竹前　紀樹�

―�
竹前　紀樹�

○荻原　利浩�
―�

○高澤　尚能�
○印が初診担当です�
水曜頭痛外来（初診）�

○印の診療は�
午前10時30分から診察�

竹前　紀樹　（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛）�
高澤　尚能　（脳外科一般）�
荻原　利浩　（脳外科一般）�

小 児 科 �
○青沼架佐賜�

田村　秋穂�
田村　秋穂�

�
青沼架佐賜�

�
田村　秋穂�

�
青沼架佐賜�

�

○印はカウンセリング
（要予約）です。�

青沼架佐賜　（発達・神経・循環器・心身症）�
田村　秋穂　（免疫アレルギー・血液・腎臓）�� 信大医師� 青沼架佐賜� 田村　秋穂�○青沼架佐賜� 田村　秋穂�午前10時から診察�

午後　専門外来�
（予約制）�

乳児一般健康診査�
小児心療内科外来�

小児心療内科外来�
�

免疫・アレルギー・腎臓�
小児心療内科外来�

循環器外来�
小児心療内科外来�

神経外来�
小児心療内科外来�

　�
�

婦 人 科 �
○森　　　篤�

西澤千津恵�
―�

○信大医師�
○森　　　篤�

西澤千津恵�
森　　　篤�

○西澤千津恵�
○森　　　篤�

西澤千津恵�

○印は初診担当ですが
紹介の場合はこの限り
ではありません。� 森　　　篤　（悪性腫瘍・不妊症）�

西澤千津恵　（婦人科一般）�午後　専門外来�
（予約制）�

森　　　篤�
�

―�
�

森　　　篤�
�

西澤千津恵�
�

森　　　篤�
�

�
�

眼 科 �
風間　　淳�
山本　裕香�

風間　　淳�
山本　裕香�

風間　　淳�
山本　裕香�

風間　　淳�
山本　裕香�

風間　　淳�
山本　裕香�

　�
�

風間　　淳　（眼科一般）�
山本　裕香　（眼科一般）�

耳鼻いんこう科� 野村　　康� 野村　　康� ―� 野村　　康� 野村　　康�　�

皮 膚 科 �齋木　　實� 齋木　　實� 齋木　　實� 齋木　　實� 齋木　　實�　�

泌 尿 器 科 �
岡根谷利一� 西澤　秀治� 岡根谷利一� 西澤　秀治� 岡根谷利一� 岡根谷利一　（悪性腫瘍・前立腺肥大）�

西澤　秀治　（小児泌尿器・尿路結石）�
上垣内崇行　（尿路結石・前立腺肥大）�� ○西澤　秀治� 上垣内崇行� 西澤　秀治�○岡根谷利一� 上垣内崇行�

放 射 線 科 � ―� 橋田　　巌� ―� 橋田　　巌� 橋田　　巌�　�
橋田　　巌　（放射線治療）�
今井　　迅　（画像診断）�

歯 　 科 ・�
口 腔 外 科 �

藤森　　林� 田村　　稔� 藤森　　林� 信大医師� 藤森　　林�初診・午後外来手術�田村　　稔　（口腔腫瘍）�
藤森　　林　（口腔外科一般）�田村　　稔� 藤森　　林� 田村　　稔� 信大医師� 田村　　稔�再診�

外来診療担当医師のご案内�

平成15年４月１日現在�

●４月１日付けで一部医師の人事異動がありました。�


